2014年のジェレミー・ベンサム-Vulnerabilityと法- by 土屋,恵一郎












て性的道徳についての論稿」（OF SEXUAL IRREGULARITIES AND OTHER
WRITING ON SEXUAL MORALITY）が出版されたことである。もう一つは、
イギリス（イングランドとウェールズ）において 2014年 3月 13日に「婚姻（同






























































































































































































































































あったが影響力はその後も続いた（このことについては、Kenneth Burke in the

































































































































































































































































る文化多元主義と法』（Jill Norgren and Serena Nanda, American Cultural
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